


























国立歴史民俗博物館研究報告　第 197 集　2016 年 2 月
大正期の婚礼需要と百貨店の発展
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し，それに伴って，消費市場が拡大した。たとえば，国勢調査が始まった 1920（大正 9）年は 5596.3
万人であった日本の人口は，6 年後の 1926（大正 15）年には 6074.1 万人となり，1930（昭和 5）年
には 6445 万人へと増加している（総務省統計局）。つまり，1920 年から 30 年の 10 年間で，人口が
約 15％増加したのである。人口の増加は，それだけで消費市場の拡大に大きく貢献するが，この期
間は，単に人口が増加しただけではなく，個人消費支出の拡大によっても消費市場が拡大していた。
図表 1 は，大正期における国民総生産（Gross National Product）と個人消費支出の推移を示した
ものである
（3）
。GNP は，1912（大正元）年に 47.7 億円であったが，1916（大正 5）年から急速に増加
し，1917 年には 85.9 億円，18 年には 118.4 億円と前年の 1.38 倍に，19 年には 154.5 億円へと 17 年
に比べて 1.81 倍，12 年と比べれば 3.23 倍に拡大した。同様に，個人消費支出もまた，1912 年に 36.6
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わけ食料品の相対的な支出を減少させた。1912 年，個人消費支出に占める食料費の割合が 64.2％で
あったのに対し，1915 年には 59.9％となり，1926 年には 57.5％へと減少している。一方，被服費は









く，百貨店を量的に拡大することに成功した［藤岡〔2014〕］。三越は，1914（大正 3）年，地下 1 階
地上 5 階の延面積 13,210㎡のルネッサンス様式の西洋建築を建設し，本店新館とした。これによっ
て，新館の売場面積がそれまでの仮営業所のおよそ 2 倍に拡大した。そのうえ，1921（大正 10）年
























下 1 階地上 7 階のゴシック風近代店舗を開店し，京都，大阪，東京の 3 店舗体制を確立した。
近代化された店舗では，飛躍的に拡大した店舗面積を埋めるために，呉服だけでなく，雑貨や家
庭用品，さらには洋服や洋家具などの洋風商品を積極的に取り扱う必要があった。たとえば，髙島





1912 年の商品売買益が 209 万円であったのが，1916 年には 309 万円へと拡大し，1920 年には 960
万円，1925 年には 1054 万円へと 12 年の約 5 倍に増加した。また，髙島屋では，株式会社へと移行
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［『婦人画報』第 134 号，1917 年 5 月，64–65 頁］。
上流階級の女性にとって，このような近代的スタイルで結婚式を挙行することのできる身分と財
力を兼ね備えた男性と結婚することは，まさに理想のライフコースであった。たとえば，『婦人画
報』第 1 巻第 6 号（1905 年 11 月）には，東京市長であった尾崎行雄の教会での結婚式の写真や小

























る存在であると指摘している［『婦人画報』第 32 号，1909 年 10 月］。このような見方が一般的であっ
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深まり，各宮家の婚礼用品を受注することとなった。たとえば，1908（明治 41）年 4 月の竹田宮恒



































































































さらに，1922（大正 11）年 8 月には，婚礼に関わる商品を販売する「御婚礼調度係」を設けた。
それまでの萬相談から婚礼という機会に特化し，結納品から式服や調度品はもちろんのこと，返礼
まで一切の用を受ける係であった。このような婚礼に関する売場を設けた理由を，『三越』第 12 巻















た。たとえば，1922（大正 11）年 12 月の婚礼衣装陳列は，新しい流行として好評を博しつつあっ
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みられるようになった。たとえば，1918（大正 7）年 5 月，男爵であった鷹司信煕に嫁いだ三井八郎
衛門高棟の次女裕子が持参した婚礼道具は，膨大な点数に上ったと言われている。着物が約 250 枚，
帯 60 本，襦袢 68 枚，御手許箪笥の中には，宝石をふんだんに使った帯留め 10 個，宝石入り時計 4
個，ルビーや真珠などのペンダント 5 個，ダイヤの指輪 3 個，ダイヤと他の宝石を組み合わせた指
輪 7 個，ダイヤをちりばめた簪 8 個など貴金属や宝石が納められていた。調度類は，箪笥 8 棹，長
持 12 棹，ペルシャ絨毯などの敷物 24 枚，火鉢 15 台，大理石などの置時計 8 個，琴 2 艘，三味線，
ピアノが準備され，御茶の道具だけでも合計 110 項目におよび，掛物 60 幅，花器 50 個，各種風呂
敷が 80 枚と非常に贅沢なものであった［下村〔1975〕61-64 頁］。
三井家の婚礼支度と比較するのは困難であるが，『婦人画報』では，中流家庭が婚礼調度を手落ち
なく支度しようとすれば，おおよそ 3000 円から 5000 円程度必要であると指摘している。その内訳
は，紋服として夏冬併せて 10 枚と丸帯 5 本，羽織，外出用の縞もの，一寸着，夏冬の平素着，襦袢
を取り揃えたうえ，指輪や時計のような装飾品が 2-3 点，夜具が 3 組，座布団が 10 人分，これらを
箪笥 3 棹と長持 2 つに入れる。道具としては鏡台や針箱が必需品であり，これに加えて，屏風，衣
桁，下駄箱，火鉢，茶箪笥，盥などを持っていく人もいるという。それに対して，嘉悦孝子は，一
生に一度の大礼なので，華やかな準備をしたいという気持ちは理解できるけれども，身分相応の支
度にし，中流家庭であれば 1500 円の支度をし，残りの 1500 円は現金で持参した方がよいと提起し，
山脇房子は，冠婚葬祭用の礼服は是非揃えてやりたいと考えれば，中流家庭では 2000 円が妥当だと
指摘している［『婦人画報』第 88 号，1913 年 11 月］。
一方，三越では機関誌『三越』において，自らの顧客が実際にどのような婚礼支度を整えて嫁い













呂敷 2 枚，夜具 1 組，鏡台，化粧籠，針箱，洋傘，雨傘，下駄箱各 1 本などを組み合わせ，1000 円
の予算で結婚式当日の式服と婚礼支度がすべて揃うように工夫した［『三越』第 10 巻第 1 号，1920 年




商品を集め，婚礼用品を一覧に供したうえ，1000 円，2000 円，3500 円の標準品をセットで展示し
た。また，髙島屋においても，商品の品数と品質に応じて，鶴の部，亀の部，松の部，竹の部，梅









































































（ 2 ）―― ただし，企業名の表記から1904（明治37）年12
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FUJIOKA Rika
The Development of Department Stores with Bride’s Outfit: 1912-1926
Department store was the first modern retailer in Japan. With the growth of modern cities and the 
industrial development, the department store had innovated retail management. One major innovation 
was the diversification of their merchandise. Japanese department stores diversified their merchandise 
after they incorporated the new display format into their converted sales areas. They aimed to expand 
the range of their merchandise to the extent that they could be ‘one-stop shops’. In this way department 
stores developed their sales techniques, and expanded the size of their individual stores’ sales areas, 
their number of stores, and their target market to include a broader, middle economic class of consumer. 
This study shed light on the role of bride’s outfit in expanded retail market between 1912 and 1926, 
through the investigation of cases of Mitsukoshi and Takashimaya, which were popular department stores 
at the time.
Mitsukoshi launched the list of bride’s outfit which covered the goods for the newlywed couple. This 
suggested affordable bride’s outfit that customer could buy their new life and which met the traditional 
bride’s rule. There were three-tier price ranges which was 1000 yen, 2000 yen, 3500 yen, according to 
their budget. Also department stores showed the bride’s outfit of celebrities at their point of sales and 
then attracted customers who wanted followed the celebrities. That was the marketing strategies of de-
partment stores and certainly contributed to increase their sales. The bride’s outfit was the crucial role 
to expand the merchandise of department stores and to increase the sales of department stores.
Key words: Department store, Wedding, Bride’s outfit, one-stop shops, Mitsukoshi, Takashimaya
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